
令和 6年度（2024年度）高校講座実施報告 

（6月分） 

 

令和 6年 8月 14日 

 

 

●東京都 私立成蹊高等学校（令和 6年 6月 6日） 

講演テーマ： 外交について 

講 師： 総合外交政策局 安全保障協力室 根本由梨奈 首席事務官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●香川県 県立三木高等学校（令和 6年 6月 7日） 

講演テーマ： 外務省員の仕事と生活 

講 師： 外務省研修所 深堀裕賢 外務事務官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●埼玉県 私立国際学院高等学校（令和 6年 6月 12日） 

講演テーマ： 外務省の仕事と異文化理解 

講 師： 大臣官房 在外公館課 山崎太 課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●宮崎県 私立宮﨑第一高等学校（令和 6年 6月 14日） 

講演テーマ： 外務省の仕事 

講 師： 大臣官房 国内広報室 高田法子 課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●千葉県 県立松戸国際高等学校（令和 6年 6月 17日） 

講演テーマ： 外交という仕事 

講 師： 大臣官房 文化交流・海外広報課 野口晋吾 主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●静岡県 県立浜松湖南高等学校（令和 6年 6月 19日） 

講演テーマ： 外交の仕事 

講 師： 大臣官房 国内広報室 水谷正孝 主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●青森県 県立青森南高等学校（令和 6年 6月 21日） 

講演テーマ： 外交とは（グローバル社会で活躍するには） 

講 師： 国際法局 経済紛争処理課 澤田聡子 主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●新潟県 県立国際情報高等学校（令和 6年 6月 25日） 

講演テーマ： 外交の仕事 

講 師： 大臣官房 国内広報室 水谷正孝 主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●京都府 京都市立西京高等学校（令和 6年 6月 27日） 

講演テーマ： 外交という仕事 

講 師： 総合外交政策局 政策企画室 権田藍 室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●京都府 府立洛西高等学校（令和 6年 6月 28日） 

講演テーマ： 外交という仕事 

講 師： 総合外交政策局 政策企画室 権田藍 室長 

 

  



 

参加者からの感想（抜粋） 

 

● 国際的な問題解決に向けた日本の取り組みや、他国との協力の重要性についての話

は、現場で対応した講師自身から聞けて印象的だった。講演を通じて、外務省の仕事

の重要性や、国際社会における日本の役割について深く理解することができた。 

 

● 今回の講演で外務省について理解が深まったともに、世界情勢に目を向ける機会とな

った。今後は、より一層、世界情勢に目を向け、国際的な課題の解決に向けて自分が

できることをしていきたい。 

 

● いつも私たちが見たり聞いたりしている海外についての色々な情報は、外務省が発信

していることを知った。今後、海外に行く時は海外安全ホームページを見てから行こうと

思った。 

 

● 外交官という、普段はあまり触れることない職業の話を聞いた。外国と色々な形でコミュ

ニケーションを取り、他国と深く関わる職業であることをと知り、とても興味が湧いた。将

来の夢の選択肢が増えた。 

 

● 海外で日本の印象を良好にするため、また日本を守るために働いていることに感謝し

たい。国際情勢が不安定な中で、外交に従事している方の話を聞けてとても有意義だ

った。 

 

● 日本の政策を相手国に理解してもらうために交渉したり、どうしたら紛争がなくなるのか

などを考え、解決の努力をしていることを知った。 

 

 

● 今回の講演を通して、外務省の仕事内容について詳しく知ることができた。特に、在外

公館では現地の日本人のサポートや、日本文化の紹介などを行っていると聞き、今ま

では政府との交渉をしているイメージしかなかったので親しみが持てた。 

 

● 外交と言っても漠然としたイメージしかなかったため、国と国の関係だけでなく、現地の

日本の企業とも関わりを持っていることを知ることができた。 

 

● 講師が、高校生の頃に外国に興味を持った理由から話したので、自分にも身近な理由

からの進路に繋げられ、親近感を持って話を聞くことができた。 

 

 


